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農村施設維持事業 事務事業評価シート

【 事後評価 】平成 30 年度 事務事業評価シート

31年度(計画)

30年度(実績) 31年度(計画)

事業ｺｰﾄﾞ 事業名

164260 農村施設維持事業

しごと

　事業概要　…上記目的を実現するための事業手法を記載すること

政策 1-1 農林業の振興
施策 1 農業生産の支援

総合
計画

分野

会計 款 項 目

一般 06 01 05

目的 　農村施設の快適な利用及び観光客を対象に農畜産物の消費拡大を図るための環境整備

対象 　農村施設

目
的
妥
当
性

 公共関与の妥当性
意図 　施設の長寿命化を図り、施設利用者の安全・安心を確保する

妥当である

見直し余地がある

効
率
性

・現場の実態に合わせた工法等を検討しており、現場によっては
代替性が乏しいことから、削減の余地はない。また、限られた人
員の中で現場等との調整を図る必要性があり、人件費についても
削減の余地はない。

1

・市が所有する施設であり、主体的に維持管理を実施する必要性
がある。

 受益と負担の適正化余地 ・施設利用者の安全、安心の確保のために行う維持管理であるこ
とから適正である。受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

　総合評価　…上記評価結果の総括

妥当でない大迫ふるさとセンター屋根改修工事　24,851千円
　○設計業務
　○改修工事 有

効
性

 成果の向上余地

 事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

後援・協賛 補助・助成

29年度(実績)

市民参画の有無 対象外
適正である

市民協働の形態
共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

委託

公
平
性

① 施設改修工事等件数 件
計画 2
実績 1

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 30年度(実績)

③
計画

②
計画

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分

実績

実績

実績

成果指標
の達成度

目標値より高い ○ 概ね目標値どおり

③
目標

実績

実績

②
目標

①
目標

　成果指標の達成度の要因分析
 （新規事業及び成果指標を変更した場合は、その成果指標を設定した考え方、目標値の根拠を記載）

　観光客等の施設利用者の安全、安心を確保するため、施設の現況を把握し、老朽化による破損
及び危険個所等については改修を進める必要がある。
　また、施設の効率的運営のため、適切な維持管理により施設の長寿命化を図る必要がある。

目標値より低い

29年度(実績)

・大規模改修を行うことにより長寿命化が図られ、ある程度の補
修の抑制が期待できる。向上余地がある

向上余地がない
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単位：千円

【現状】
施設の経年劣化による老朽化 ・観光客のイメージ悪化
・雨漏りの発生 ・施設利用者の満足度低下
・設備等の老朽化による破損 ・安全、安心への懸念

【大規模改修の実施】

○ワインシャトー大迫改修事業（H28繰越）

○大迫森のくにセンター屋根改修工事

○ ～
○ホテルステイヒル屋根改修工事 （当初予算額）
○大迫ふるさとセンター耐震診断業務 （当初予算額）

○大迫ふるさとセンター屋根改修工事

設計費
工事費

　

農村施設維持事業 事業説明資料

平成 30 年度 事業説明資料 【 】
担当係長

事後評価
担当部署 部名 大迫総合支所 920-167課名 地域振興課 佐々木　善浩 内線

《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

一般 06

事業名項

01

事業費
18,917 24,851

29年度
決算額(A)

30年度
決算額(B)

31年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

財
源
内
訳

国・県

5,934

一般財源 1,617

24,800 7,500
小規模修繕での対応

・小修繕での対応が不可

・小修繕対応では後年度に負担増

地方債 17,300

事業期間 単年度繰返 期間限定 〔平成 年度 平成

△ 1,566

21,512千円

80,621千円

※特定財源の内訳

過疎対策　26,600
H27

事業開始の背景・経緯

部重点施策における目標 17,379千円H29

設計業務 入札契約

12月7月 11月

 　対応完了

年度〕

改修工事

1月 2月

目

05

事業ｺｰﾄﾞ

164260

○観光客に対するおもてなしの向上を図るため、観光施設の良好な維持管理を行う必要がある。
○観光施設の経年劣化があり、長寿命化を図る大規模改修の必要がある。

意見・要望等の状況（市政懇談会や支所執務、議会答弁対応その他の意見・提言等）

農村施設維持事業

観光資源の充実
大迫地域への観光客の増加を図るため、施設等の整備活用を図る。

事業概要

51

その他

会計 款

H28

24,851千円

大迫ふるさとセンター屋根改修工事　24,851千円
　○設計業務
　○改修工事

ふるさとセンター

屋根改修

3月

改修工事

8月

おもてなし向上

1,758千円

4月 6月5月

H30

  1,329千円
23,522千円

9月 10月
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○
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観光イベント開催事業（総括表） 事務事業評価シート

31年度(計画)

30年度(実績) 31年度(計画)

事業ｺｰﾄﾞ 事業名

174320 観光イベント開催事業（総括表）

しごと

　事業概要　…上記目的を実現するための事業手法を記載すること

目的 地域資源の保全と魅力アップを図るため、まつりやイベントの開催を支援する。

対象 まつりやイベント

13

後援・協賛 補助・助成

29年度(実績)

市民参画の有無

市民協働の形態

実績 13 13

【 事後評価 】平成 30 年度 事務事業評価シート

総合
計画

分野

会計 款 項 目

一般 07 01 03

政策 1-4 観光の振興
施策 1 観光の魅力向上

意図 まつりやイベントが守られ魅力が向上する。
妥当である

見直し余地がある

まつり、イベントの開催経費の一部を負担する。
①南部杜氏の里まつり、②田瀬湖湖水まつり、③イーハトーブ音楽祭、④石鳥谷夢まつり、⑤あ
んどんまつり、⑥イーハトーブフォーラム、⑦石鳥谷まつり、⑧花巻まつり、⑨花巻まつり特産
品フェア、⑩土沢まつり、⑪大迫ワインまつり、⑫わんこそば全日本大会、⑬大迫・宿場の雛ま
つり
合計　61,900千円

有
効
性

 成果の向上余地

 事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

妥当でない

目
的
妥
当
性

 公共関与の妥当性

委託

公
平
性

適切な助言を行うことにより魅力を向上させることができる。

向上余地がある

向上余地がない

効
率
性

支援形態の検証を通じ事業費の削減を検討していく。

対象外
適正である共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

③
計画

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 30年度(実績)

②
計画

①
支援対象祭事、イベント支援団体
数

団体
計画 13

実績

人
301,500 301,500目標

実績

252,982実績

29年度(実績)成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分

成果指標
の達成度

目標値より高い 概ね目標値どおり

③

②
目標

①

実績

支援対象祭事、イベントへの入込
数

目標

実績

315,281

　成果指標の達成度の要因分析
 （新規事業及び成果指標を変更した場合は、その成果指標を設定した考え方、目標値の根拠を記載）

入込数を維持することで、宿泊や土産品の購入などによる経済効果が見込まれる。

花巻まつり及び石鳥谷まつりが雨天により入込数が昨年に比し激減したため、目標をおよそ20%
下回る結果となった。

○ 目標値より低い

・まつりやイベント開催は民間主導で行われるべきものである。
・まつり等を観光誘客の場として活用していることから、観光振
興を図るため行政による支援を行うものである。

 受益と負担の適正化余地 まつりやイベントへの市民が参加する機会は平等に与えられてい
る。受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

　総合評価　…上記評価結果の総括
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単位：千円 ○ まつり、イベントの開催経費の一部負担　61,900千円（前年度比 1,200千円増）

イベント名
① 南部杜氏の里まつり
② 田瀬湖湖水まつり
③ イーハトーブ音楽祭
④ 石鳥谷夢まつり
⑤ あんどんまつり
⑥
⑦ 石鳥谷まつり
⑧ 花巻まつり
⑨
⑩ 土沢まつり
⑪ 大迫ワインまつり
⑫ わんこそば全日本大会
⑬ 大迫・宿場の雛まつり

千円

○ ～

⑦：山車解説パンフレット型チラシ印刷、写真背景ポスター印刷　+100千円
民間警備員を増員9人→11人。石鳥谷交番による指摘。+100千円

イベント名
① 南部杜氏の里まつり
② 田瀬湖湖水まつり
③ イーハトーブ音楽祭
④ 石鳥谷夢まつり
⑤ あんどんまつり 約200年の歴史あり
⑥
⑦ 石鳥谷まつり
⑧ 花巻まつり 426年の歴史あり
⑨

　 ⑩ 土沢まつり 300年以上の歴史あり
⑪ 大迫ワインまつり
⑫ わんこそば全日本大会
⑬ 大迫・宿場の雛まつり

観光イベント開催事業（総括表）

花巻まつり特産品フェア 10
不明

イーハトーブフォーラム

花巻まつり特産品フェア

3,000 2,400 9/15(土)～9/16(日) 4,000

30開催回数 備　考
38
31
12
30

49

不明
イーハトーブフォーラム 32

16,200

事業費
1,434
7,200

平成20年まで「(第34回)花巻市産業まつり」

金　額 開催(予定)日 30入込数
400 6/2（土） 366

4,400 7/28(土)～7/29(日) 7,000

（増額)

6,000 8/13(月) 36,000

39
不明

《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

3,746 1,900 8/14(火)・8/16(木) 7,000

10,000

1,460 500 8/4(土)～8/5(日) 4,500

61
22

平成 30 年度 事業説明資料 【 】

項会計 款

事後評価
福盛田　聡彦 288担当係長 内線担当部署 部名 商工観光部 課名 観光課

29年度
決算額(A)

30年度
決算額(B)

31年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

事業費
62,200 61,900 △ 300

財
源
内
訳

国・県 (1,000)

地方債 25,687 16,000 8/18(土)～8/19(日)
7,480 4,800 9/8(土)～9/10(月)(200)

5,288 3,400 9/16(日) 12,000

34,880 18,600 9/7(金)～9/9(日) 63,000
6,267 1,000 9/7(金)～9/9(日) 31,766

3,418

21,888

56,350

部重点施策における目標

年度〕事業期間

5,000
3,200 700 H31/2/22(金)～3/3(日) 16,000

61,900 252,982(1,200)

④：第30回特別記念。ワイドスターマイン、15号玉、「30」の文字の型物花火など、県内で
は類を見ない迫力ある花火プログラムを組み入れた。

合計

1,800 H31/2/11(月祝)

事業概要

まつり、イベントの開催経費の一部を負担する。
①南部杜氏の里まつり、②田瀬湖湖水まつり、③イーハトーブ音楽祭、④石鳥谷夢まつり、⑤あ
んどんまつり、⑥イーハトーブフォーラム、⑦石鳥谷まつり、⑧花巻まつり、⑨花巻まつり特産
品フェア、⑩土沢まつり、⑪大迫ワインまつり、⑫わんこそば全日本大会、⑬大迫・宿場の雛ま
つり
合計　61,900千円

事業説明資料

意見・要望等の状況（市政懇談会や支所執務、議会答弁対応その他意見・提言等）

単年度繰返 期間限定 〔平成

事業開始の背景・経緯

国内外から多くの観光客を誘引し、賑わいを創出します

目

03

事業ｺｰﾄﾞ

174320

地域資源の保全と魅力アップを図り、観光誘客の場として活用する。

一般財源 40,012 61,900

事業名

年度 平成

△ 22,188

一般 07 01 観光イベント開催事業（総括表）

※特定財源の内訳

その他 22,188
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○

○
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○

広域観光推進事業 事務事業評価シート

　成果指標の達成度の要因分析
 （新規事業及び成果指標を変更した場合は、その成果指標を設定した考え方、目標値の根拠を記載）

集客力を向上させるため、広域連携による周遊観光を推進したことにより、エリア内の魅力発信
につながった。
今後も新たな地域との連携や、新たな観光資源を活用して、更なる広域化を促進する必要があ
る。

花巻・遠野・平泉観光推進協議会を軸に広域観光推進に取り組んでいるが、人口減少に起因する
国内旅行者の減少により目標値を下回ったものの、概ね目標を達成した。

目標値より低い

観光客入込みが伸び悩んでいる中、広域連携による旅行商品造
成・観光ＰＲ等に必要な支援を行う必要がある。

 受益と負担の適正化余地 観光振興は市全体が受益となる。

受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

　総合評価　…上記評価結果の総括

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分

成果指標
の達成度

目標値より高い ○ 概ね目標値どおり

③

②
目標

①

実績

広域（花巻・遠野・平泉）観光客
入込数（暦年）

目標

実績

584.9
万人

584.4 586.1目標

実績

575.5実績

29年度(実績)

③
計画

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 30年度(実績)

②
計画

① 連携する他市町村数 市町村
計画

実績

委託

公
平
性

他地域との連携により観光地としての更なる魅力向上が見込まれ
る。向上余地がある

向上余地がない

効
率
性

一時、平泉への入込数が減少したことからツアー回数も減少した
が、商談会等での積極的なＰＲ活動等により増加してきたため、
事業費が不足がちになっている。

対象外
適正である共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

意図 花巻を訪れる機会が広がる
妥当である

見直し余地がある

○釜石線沿線活性化事業支援　400千円
　釜石線沿線の自治体等が連携して、ＳＬ銀河の運行を軸とした観光ＰＲを行う釜石線沿線活性
化委員会への負担金
○産業観光パンフレット作製　314千円
　近隣市町村と連携した広域的な産業観光(工場見学等)パンフレットの更新
○体験型観光推進事業補助金　570千円
　体験型観光推進事業の体験メニューを創出・強化する取り組みを支援
○花巻・遠野・平泉観光推進協議会事業補助金　1,400千円
　花巻・遠野・平泉観光推進協議会への事業補助

有
効
性

 成果の向上余地

 事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

妥当でない

目
的
妥
当
性

 公共関与の妥当性

【 事後評価 】平成 30 年度 事務事業評価シート

総合
計画

分野

会計 款 項 目

一般 07 01 03

政策 1-4 観光の振興
施策 1 観光の魅力向上

31年度(計画)

30年度(実績) 31年度(計画)

事業ｺｰﾄﾞ 事業名

174330 広域観光推進事業

しごと

　事業概要　…上記目的を実現するための事業手法を記載すること

目的 市内への誘客促進

対象 観光客

4

後援・協賛 補助・助成

29年度(実績)

市民参画の有無

市民協働の形態

実績 5
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※色付きのセルのみ入力してください。また、行・列の挿入や削除は絶対に行わないでください。 （単位：千円）

単位：千円 ① 釜石線沿線活性化委員会負担金　400千円

〈内容〉 ・ＳＬ銀河の運行に合わせた誘客事業
・ＪＲ東日本が作製するパンフレットへの広告掲載
・ＪＲ釜石線を活用した旅行商品造成支援

② 産業観光パンフレット更新　313千円
　近隣市町村と連携した広域的な産業観光(工場見学等)パンフレットの更新

〈内容〉 ・北上市と合同作成
・作成部数1,000部

③ 体験型観光推進事業補助金　570千円

〈内容〉 ・既存アクティビティの改良と新規開発支援（初期投資支援）

④ 花巻・遠野・平泉観光推進協議会事業補助金　1,400千円
　

○ ～ 〈内容〉 ・教育旅行バス助成
・ツアー造成支援事業
・中尊寺カラーコルトン掲出費
・教育旅行、商品造成のためのセールス旅費

　

広域観光推進事業 事業説明資料

　釜石線沿線自治体（花巻･遠野･釜石･住田）、ＪＲ等が共同で実施する誘客事業に対し負
担する。

目

03

事業ｺｰﾄﾞ

174330

花巻温泉郷を中心とした宿泊受入基盤と広域的な観光資源の組み合わせによる観光誘客の相乗効
果を発揮させる。

一般財源 3,611 2,483

事業名

年度 平成

一般 07 01 広域観光推進事業

※特定財源の内訳

（国庫）地方創生推進交付金 200千円

その他

単年度繰返 期間限定 〔平成

事業開始の背景・経緯

国内外から多くの観光客を誘引し、賑わいを創出します

事業概要

○釜石線沿線活性化事業支援　400千円
　釜石線沿線の自治体等が連携して、ＳＬ銀河の運行を軸とした観光ＰＲを行う釜石線沿線活性
化委員会への負担金
○産業観光パンフレット作製　314千円
　近隣市町村と連携した広域的な産業観光(工場見学等)パンフレットの更新
○体験型観光推進事業補助金　570千円
　体験型観光推進事業の体験メニューを創出・強化する取り組みを支援
○花巻・遠野・平泉観光推進協議会事業補助金　1,400千円
　花巻・遠野・平泉観光推進協議会への事業補助

意見・要望等の状況（市政懇談会や支所執務、議会答弁対応その他意見・提言等）

部重点施策における目標

年度〕事業期間

3市町の魅力をＰＲした広域観光誘客事業を実施する花巻・遠野・平泉観光推進協議会
への事業補助

△ 1,128
体験メニューの創出・強化にかかる取り組みを支援する。

地方債
財
源
内
訳

国・県 859 200 △ 659

4,470 2,683 △ 1,787

29年度
決算額(A)

30年度
決算額(B)

31年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

事業費

担当係長 内線

《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

担当部署 部名 商工観光部 課名 観光課

平成 30 年度 事業説明資料 【 】

項会計 款

事後評価
福盛田　聡彦 288
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※色付きのセルのみ入力してください。また、行・列の挿入や削除は絶対に行わないでください。

○

○

○

〔 〕
○

観光施設維持事業 事務事業評価シート

31年度(計画)

30年度(実績) 31年度(計画)

事業ｺｰﾄﾞ 事業名

174380 観光施設維持事業

しごと

　事業概要　…上記目的を実現するための事業手法を記載すること

目的 　観光施設の快適な利用及びおもてなし向上のための環境整備

対象 　観光施設

1

後援・協賛 補助・助成

29年度(実績)

市民参画の有無

市民協働の形態

実績 1 1

【 事後評価 】平成 30 年度 事務事業評価シート

総合
計画

分野

会計 款 項 目

一般 07 01 03

政策 1-4 観光の振興
施策 1 観光の魅力向上

意図 　観光施設を適切に維持管理し、施設の長寿命化と、利用者の安全・安心を確保する
妥当である

見直し余地がある

○観光施設の大規模改修の実施　7,776千円
山車収蔵庫雨漏り等修繕

有
効
性

 成果の向上余地

 事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

妥当でない

目
的
妥
当
性

 公共関与の妥当性

委託

公
平
性

・大規模改修を行うことにより長寿命化が図られ、ある程度の補
修の抑制が期待できる。向上余地がある

向上余地がない

効
率
性

・現場の実態に合わせた工法等を検討しており、現場によっては
代替性が乏しいことから、削減の余地はない。また、限られた人
員の中で現場等との調整を図る必要性があり、人件費についても
削減の余地はない。

対象外
適正である共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

③
計画

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 30年度(実績)

②
計画

① 観光施設の大規模改修 件
計画 1

実績

件
43 43目標

実績

40実績

29年度(実績)成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分

成果指標
の達成度

○ 目標値より高い 概ね目標値どおり

③

②
目標

①

実績

観光施設の維持修繕件数

目標

実績

44

　成果指標の達成度の要因分析
 （新規事業及び成果指標を変更した場合は、その成果指標を設定した考え方、目標値の根拠を記載）

　観光客等の施設利用者の安全、安心を確保するため、施設の現況を把握し、老朽化による破損
及び危険個所等については改修を進める必要がある。
　また、施設の効率的運営のため、適切な維持管理により施設の長寿命化を図る必要がある。

　施設の大規模改修を行うことにより、軽微な修繕件数を減少させるため、平成27年度の修繕件
数 48件の１割減 43件を目標値に設定している。年度によりばらつきく可能性はあるが、現状で
は目標どおりに減少している。

目標値より低い

・市が所有する施設であり、主体的に維持管理を実施する必要性
がある。

 受益と負担の適正化余地 ・施設利用者の安全、安心の確保のために行う維持管理であるこ
とから適正である。受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

　総合評価　…上記評価結果の総括
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※色付きのセルのみ入力してください。また、行・列の挿入や削除は絶対に行わないでください。 （単位：千円）

単位：千円 【現状】

施設の経年劣化による老朽化 ● 観光客のイメージ悪化
● 雨漏りの発生 ● 施設利用者の満足度低下
● 設備等の老朽化による破損 ● 安全、安心への懸念

① 小規模修繕での対応

② 修繕対応不可
利用状況の低下
⇒ 後年度への懸念⇒

③ 大規模改修

○ ～ 平成30年度
○ 山車収蔵庫　雨漏り等修繕 修繕 7,776千円

○ 利用者の満足度向上、安心感
○ 観光客へのおもてなし

　

観光施設維持事業 事業説明資料

平成 30 年度 事業説明資料 【 】

項会計 款

事後評価
川村紳 290担当係長 内線

《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

担当部署 部名 商工観光部 課名 観光課

29年度
決算額(A)

30年度
決算額(B)

31年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

事業費
24,666 7,776 △ 16,890

財
源
内
訳

国・県

地方債

2,754

部重点施策における目標

年度〕事業期間

事業概要

○観光施設の大規模改修の実施　7,776千円
山車収蔵庫雨漏り等修繕

改修にあたり、施設利用への影響を極力減らすよう配慮が必要である。

意見・要望等の状況（市政懇談会や支所執務、議会答弁対応その他意見・提言等）

単年度繰返 期間限定 〔平成

事業開始の背景・経緯

観光資源の充実と発信力を高め、交流人口の拡大と観光客満足度の向上を図ります。

目

03

事業ｺｰﾄﾞ

174380

○観光客へのおもてなしの向上のため、観光施設の良好な維持管理を行う必要がある。
○観光施設の経年劣化があり、長寿命化を図る大規模改修の必要がある。
○老朽化により未使用となった施設等は、安全確保のため、解体撤去の必要がある。

一般財源 3,666 6,420

事業名

年度 平成

△ 19,644

一般 07 01 観光施設維持事業

※特定財源の内訳

（その他）まちづくり 1,356千円

その他 21,000 1,356

対応策

解体撤去
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※色付きのセルのみ入力してください。また、行・列の挿入や削除は絶対に行わないでください。

○

○

○

〔 〕
○ ○

○

道の駅「石鳥谷」施設再編事業 事務事業評価シート

31年度(計画)

30年度(実績) 31年度(計画)

事業ｺｰﾄﾞ 事業名

174410 道の駅「石鳥谷」施設再編事業

しごと

　事業概要　…上記目的を実現するための事業手法を記載すること

目的 道の駅「石鳥谷」の施設の魅力向上、利便性の向上を図るため、施設の再編を行う。

対象 道の駅利用者（国内観光客、インバウンド、自動車利用者、市民等）

1

後援・協賛 補助・助成

29年度(実績)

市民参画の有無

市民協働の形態

実績

【 事後評価 】平成 30 年度 事務事業評価シート

総合
計画

分野

会計 款 項 目

一般 07 01 03

政策 1-4 観光の振興
施策 1 観光の魅力向上

意図 交流人口の拡大、賑わいの創出を図る。
妥当である

見直し余地がある

１　「道の駅『石鳥谷』施設再編基本構想・基本計画検討委員会」の設置等（73千円）
　・報償費72、旅費1
　・知識経験者・関係団体等による検討委員会の設置（2回開催）
２　道の駅「石鳥谷」施設再編基本構想・基本計画の策定等（256千円）
　・旅費256
　・先進的な道の駅視察、専門家等との打ち合わせ
　→H31繰越額　11,396千円（委託料11,396）
　　・道の駅「石鳥谷」施設再編基本構想・基本計画策定業務委託（令和元年5月策定予定）
３　測量調査等業務委託（1,231千円）
　　・用地調査測量業務委託、土壌汚染状況調査（地歴調査）業務委託、予備調査業務委託
　→H31繰越額　9,143千円（委託料9,143）
　　・現況調査測量業務委託料、境界復元測量（地図訂正）業務委託

有
効
性

 成果の向上余地

 事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

妥当でない

目
的
妥
当
性

 公共関与の妥当性

委託

公
平
性

基本構想・基本計画を策定し、道の駅の施設再編を行うことは施
設の魅力向上、利便性の向上が期待できることから、成果の向上
余地がある。

向上余地がある

向上余地がない

効
率
性

基本構想・基本計画を策定していく上での最低限の予算を見積
もったところであり、事業費削減の余地はない。
また、従事職員も最低限の職員で対応しており、人件費の削減余
地が無い。

無
適正である共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

③
計画

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 30年度(実績)

②
計画

①
道の駅「石鳥谷」施設再編基本構
想・基本計画の策定

計画

実績

目標

実績

実績

29年度(実績)成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分

成果指標
の達成度

目標値より高い 概ね目標値どおり

③

②
目標

①

実績

目標

実績

　成果指標の達成度の要因分析
 （新規事業及び成果指標を変更した場合は、その成果指標を設定した考え方、目標値の根拠を記載）

・平成29年度に南部杜氏伝承館のリニューアル、道の駅施設再編に関する専門家のご指導をいた
だいたところ、総じて構成施設の機能連携の必要性を指摘されたことから、道の駅のエリア全体
の再編（リノベーション）を目指し、基本構想・基本計画の策定を目指すもの
・道の駅の道路管理者である国土交通省から、道の駅「石鳥谷」の施設再編について、平成30年
度内に一定の理解を得ることができたことから、道の駅「石鳥谷」施設再編基本構想・基本計画
を令和元年5月に策定した。

平成30年度の事業の中心は、関係機関等と連携・調整しながら基本構想・基本計画を策定するこ
とであり、策定自体は活動指標に位置づけられることから活動指標として設定。

目標値より低い

道の駅は公共施設で構成しており、施設管理者（市）が関与する
のは妥当である。

 受益と負担の適正化余地 道の駅という公共施設の再編に係る事業であり、施設管理者の責
任で行うものであるため、受益と負担の見直し余地は無い。受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

　総合評価　…上記評価結果の総括
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単位：千円

○ ～

　

　

道の駅「石鳥谷」施設再編事業

平成 30 年度 事業説明資料 【 】

項会計 款

事後評価
菊池　剛史 9-30-234担当係長 内線

《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

担当部署 部名 石鳥谷総合支所 課名 地域振興課

29年度
決算額(A)

30年度
決算額(B)

31年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

事業費
1,560 1,560

財
源
内
訳

国・県

地方債

1,560

部重点施策における目標

年度〕事業期間

事業概要

１　「道の駅『石鳥谷』施設再編基本構想・基本計画検討委員会」の設置等（73千円）
　・報償費72、旅費1
　・知識経験者・関係団体等による検討委員会の設置（2回開催）
２　道の駅「石鳥谷」施設再編基本構想・基本計画の策定等（256千円）
　・旅費256
　・先進的な道の駅視察、専門家等との打ち合わせ
　→H31繰越額　11,396千円（委託料11,396）
　　・道の駅「石鳥谷」施設再編基本構想・基本計画策定業務委託（令和元年5月策定予定）
３　測量調査等業務委託（1,231千円）
　　・用地調査測量業務委託、土壌汚染状況調査（地歴調査）業務委託、予備調査業務委託
　→H31繰越額　9,143千円（委託料9,143）
　　・現況調査測量業務委託料、境界復元測量（地図訂正）業務委託

事業説明資料

石鳥谷地域協議会・市政懇談会などで、道の駅「石鳥谷」の施設再編を望む意見がある。

意見・要望等の状況（市政懇談会や支所執務、議会答弁対応その他意見・提言等）

単年度繰返 期間限定 〔平成

事業開始の背景・経緯

２　地域の特色を生かした賑わいのあるまちづくりを推進します（しごと）

目
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事業ｺｰﾄﾞ

174410

道の駅「石鳥谷」は、平成5年に県内第1号の道の駅に指定されて以来、約四半世紀が経過したこ
とから、施設の魅力向上、利便性の向上を図るため、再編整備を行う。

一般財源 1,560

事業名

30 年度 平成 35

一般 07 01 道の駅「石鳥谷」施設再編事業

※特定財源の内訳

その他

１ 「道の駅『石鳥谷』施設再編基本構想・基本計画検討委員会」の設置等（73千円）

・報償費72、旅費1
・知識経験者・関係団体等による検討委員会の設置（2回開催）

２ 道の駅「石鳥谷」施設再編基本構想・基本計画の策定等（256千円）
旅費256
・先進的な道の駅視察、専門家等との打ち合わせ

→H31繰越額 11,396千円（委託料11,396）

・道の駅「石鳥谷」施設再編基本構想・基本計画策定業務委託（令和元年5月策定予定）

道の駅の魅力向上・利便性の向上、観光コンテンツの確立による交流人口の拡大・賑わいの創出

→施設再編に向けた「道の駅『石鳥谷』基本構想・基本計画」の策定（1,560千円）

・基本構想・基本計画は、市管理部分駐車場、国管理部分駐車場、屋外トイレ、情報提供施設などの課題の

整理や再配置、南部杜氏伝承館、酒匠館・りんどう亭大食堂（石鳥谷総合物産センター）、産直「杜の蔵」（石

鳥谷農産物直売所）、せせらぎ散策路等の課題の整理や改修を軸に検討する。

→H31繰越額 20,539千円（委託料20,539）

３ 測量調査等業務委託（1,231千円）
(1) 用地調査測量業務委託（3級基準点設置）

・現況調査測量及び地図訂正測量、用地測量等の測量調査の基準となる３級基準点の設置を行う。

(2) 土壌汚染状況調査（地歴調査）業務委託

・土地の利用履歴から土壌汚染物質使用の有無及び汚染の可能性について調査し、資料採取調査の必要性と調査内

容を判断する。

(3)予備調査業務委託

・現地の高さを確認した平面図を作成する。

→H31繰越額 9,143千円（委託料9,143）
(4) 現況調査測量業務委託料（繰越）

・現在の道の駅及び拡張が見込まれる区域の現況調査測量を行う。

(5) 境界復元測量（地図訂正）業務委託（繰越）

・昭和29年の国土調査成果による公図と現地境界点の違いを解消するため、境界点を復元し、関係者の立会確認の後、

訂正に必要な図面を作成し地図訂正の申請を行う。

＜強み＞
・南部杜氏伝承館、酒匠館、歴史民俗資料館等の多様な施設構成

・県道の駅指定第1号・交通量に恵まれた国道4号に面す。

・スタンプ数（第1位）、印象に残る駅（第5位：H28県道の駅ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ）

＜弱み＞
・来場者数の減少

・道の駅指定以来、大規模改修が無く、近年の道の駅より見劣りする。

・国道4号線から見えにくい、入りにくい。施設の積極的活用が必要


